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王権とその背域
一一東南アジア港市論と水利都市論の拡がりをめぐって一一
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川.おわりに

しはじめに

(1) 問題設定

王権とは国王のもつ権力・権威をさし，そ

れはくみやこ〉王都に強く刻印されている。

東南アジアの都市は，華僑や植民都市をあげ

るまでもなしその歴史を辿ってみると，何

らかの「外力」によって植え付けられた性格

がたいへん強い。

大陸部東南アジアに花開いた古典的国家で

野間晴雄

は，インドに起源するこ大宗教ーヒンドゥー

教と大乗仏教ーが諸制度や文化に，重層的に

きわめて大きな影響を与えている。それは紀

元前2世紀頃から始まって13世紀頃に終わりを

告げるゆるやかだが直接的な受容である。「サ

ンスクリット化Jまたはセデスが定式化した
「インド化jl)といわれる動きである。その中

から，地方分権的勢力とは明らかに異なった

巨大勢力が出現する。カンボジアのアンコー

Jレやジャワのボルブドウー1レの遺跡に代表さ

れる巨大な石造建築物と，コスモロジー(宇

宙観)の都市プランへの具現を特色とする。

ハイネグノレデルンはこの東南アジア王権を，

国家を大宇宙，王宮を小宇宙とみたてた，デ

ヴァラジャ(神聖王)による王宮の神聖化と

してとらえる2)。その祭政一致国家が衰えたあ

と，島艇部ではイスラーム教が，大陸部では

スリランカ伝来の南方上座部仏教が国家秩序

や人々の生活に大きな影響を与える。

14世紀から16世紀にかけて島腕部東南アジ

アを中心に広がったイスラームは，遠距離海

上交易の主役となる交易港，すなわち港市を

発展させた。政治権力としての王都と港市は

同一の場合と空間的に離れている場合がある。

いずれにしても，交易港を不可分の構成要素

としてもつ集権国家は港市国家(portpolity) 

といわれる九グローパルな大航海時代のサブ

システムとして，インド洋，ジャワ海，南シ

ナ海を舞台とし，貿易風を利用した無動力船

による15世紀から17世紀の「交易の時代」叫

は，東南アジア海域世界が最も精彩を誇った
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時代であった。商業的な動機が卓越する海域

の港市国家では，宗教が商業的動機に隠れて，

王は交易の場を提供するオーナーに徹するた

め，多様な諸民族が交易する自由都市的性格

が当初は強かった。それが植民地化の深化で

港市国家の領域支配が進み，交易は宗主国と

のつながりを強めるなか，むしろ港市の人口

は停滞・減少する場合も出てきて，都市の発

展が阻害そされる側面を有していた。

一方，大陸部東南アジアでは，ベトナムを

除いて「上座部仏教化J，あるいはその経典を

記した文字をとって「パーリー化J現象が顕

著になる。この大きな潮流は，従前の「イン

ド化Jとは様相を異にし，外来の大伝統を内

在化させつつ，現在の東南アジア社会の直接

の基盤となっていく。とりわけ，タイ系諸民

族の動きが活発化し，周辺のピルマ族やベト

ナム，クメーlレ，モン族などの先住民族に影

響を与えつつ，タイの国家形成が進展した。

本稿の目的は次の 3点である。まず，ヨー

ロッパ諸国が植民地として東南アジアを領域

支配する以前の時期を対象にして，各地の王

権が自らの王都やその港市をいかなる背景の

もとで建設したか，そのプラン・形態や立地

の観点から比較考察する。

次に，王権がどの範囲まで，いかなる態様

で王都以外のくまち〉やくむら>，くくに〉と

機能的諸関係をとりむすんでいたかんでいた

かを， I背域J(hinter land)という概念でとら

える。

上記の問題を考える際に 2つの刺激的な

仮説がある。フランスのアンコール碑刻学者

で，遺跡の発掘・保存修復に長年携わってき

たベルナール・グロリエの水利都市論5)と，ア

ンソニー・リードの港市論である。内陸の背

域を有する王権国家は，その遺跡の美術，建

築，考古学的研究は進んでいるが，その生産

基盤や社会についての考察は資料の制約もあ

り大きく遅れていた。グロリエの水利都市論

はアンコールを対象にしたその貴重な成果で

ある。この仮説を次節で検討することから，

さらに背域についての合意を導き，いくつか

の事例をとりあげながらリードの港市論との

接点を求めて，比較地域学的考察をすること

が3つめの目的である。

以上のような手続きを経て，前近代の東南

アジア王権を，その王都や港市のプラン，地

理的位置とそれらがとりむすぶ機能的関係を

「背域」として統一的に捉え比較することで，

共同テーマの「都市・村落論再考」の責を果

たしたい。そのため，この小稿は，個別都市

の詳細な分析や新しい知見を開陳する方向性

の研究ではなく，ある程度判明した事実関係

や二次的資料，筆者の現地での知見をもとに，

上のような概念を組み込むことで，いかに王

都・港市を傭敵できるかいう，解釈レベルで

の東南アジア歴史都市論序説というべき基礎

的な検討である。

(2) 背域の性格とその構成要素

前近代の東南アジア王権の背域として，い

かなる要素が想定しうるであろうか。まず指

摘できることは，内陸域では，より等質的な

生態空間に位置し，複数の生態空間にまたが

るような国家はほとんど成立しなかった点で

ある。東南アジアの生態空間6)としての平原，

山地，デルタ，湿地という大枠でみると，前

近代の多くの王都は平原と山地のなかでの山

間小盆地に分布する。いずれの空間も，森林

が多い小人口地域であった(図1)。

それに対して，港市は一部に内陸の河港も

あるが，多くは海域の沿岸に立地することが

まず特徴として摘出できょう。アジア多島海

の海域は世界の海域の中でも，次のような特

異な性格を内在している。1)スマトラ，ジャ

ワ，スラウェシ，ボルネオ島など大きな島が

点在し， 2)そこが世界でもっとも豊かな熱

帯雨林のジャングルとなっている。つまり「森

に覆われた海域」では，港市はその背域に依

存する領域と関係を持たざるえない。しかも，
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その島艇の内陸には，白檀などの香木を中心

とした森林資源と，マルク諸島の丁子(クロー

プ)，パンダ諸島のニクズク(ナツメグとメー

ス)やスマトラ島の胡楓など香辛料がヨーロツ

パ人をひきつけた。

背域の構成要素としては，次の 4つをあげ

ておきたい。

1)その国家が因って立つ生産基盤，

2 )中央一地方の支配のあり方

(統治システム)，

3 )分配・流通システム，

4 )道路・水路などのインフラストラクチャー

とそれを規定する自然条件。

東南アジア社会は領域という外郭のはっき

りしたものとしてとらえるより，圏という中

心から外縁へ徐々に移行するものとして捉え

るべきだという議論がある九無数の光源が大

小の社会圏を広げていて，相互に重なりあっ
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II.グロリエのアンコール水利都市論の

含意
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図1 前近代におげる東南アジアの囲郭都市と港市
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中心に高さ45mの高塔が林立する寺院パイヨ

ン(12世紀建設，大乗仏教)を須弥山(メー

ル山)にみたて，城壁の外を海とするインド

化された宇宙観をこの地に具現させた象徴的

なプランである。アンコールトムは何度も城

壁が作り替えられ，そのたびに位置も少しず

つずれている。現在残る城壁はジャパJレパン

7世(在位1181-1218)の時代のものである。

城門は十字路が囲郭とまじわる東西南北の4

つ(東門だけは死者の門と呼ばれる)と，死

者の門に平行した勝利の門の5つある。王宮

やパイヨンは東面して建てられた。王宮は勝

利の門につながる正東西方向に基軸をもつが，

パイヨンや南に位置するアンコールワットな

どの壮大な石造寺院群の影に隠れて印象が薄

い九応地は王宮と神殿の位置関係や規模の相

違から，アンコールトムの構造はヒンドゥー

教コスモロジーに裏打ちされた都城で，王宮

はコスモロジーに埋没し，パイヨンという中

央寺院に従属していると指摘している九

また，古来注目されてきたのが，アンコー

ルトムの囲郭の外，東北と西南に位置する巨

大な貯水池ノfライ(東ノfライ:7l20m x 1700 

m，西パライ:8000m x 2100m)や，周辺に

点在する方形や長方形に近い人造貯水池であ

る。このパライの機能をめぐっては，大別す

ると，1)水をとりわけ重視するクメールの

ヒンドゥー的世界観の象徴的な意味に限定す

るもの， 2)補助的には水浴・飲料水などに

利用されたとする説， 3 )セデスをはじめヨー

ロッパ系歴史研究者の多くが支持する濯概説

がある。

ベルナール・グロリエは3)の立場を鮮明

にした研究者であり，彼に師事した石津良昭

などもこの説を取る10)。グロリエはクメール美

術や宗教に偏したアンコーJレ研究に，謹瓶シ

ステムを通じて，社会・経済・土木技術的な

側面に光を当てようとした。そのためにとっ

た手法は，フランス極東学院の膨大な遺跡の

発掘・修復報告や空中写真，さらにはアンコー

ルがシャムの進入などで衰退し放棄された15・

16世紀やそれ以降のポルトガル・スペインな

どの記録である。これらの資料からアンコー

ル遺跡群の面的な水路網を復元し，囲郭内部

では北東から南西への緩斜面を利用した水の

配分を裏づけている。

さらに，グロリエは，アンコールの巨大石

造建築群を建設した労働者や一般の人々，捕

虜がどこに住み，日常の生活はいかなる経済

基盤で支えられてきたかの視角から，規則的

な水路網やパライがフルに活用され，飲料水

や泳浴，下水などの都市の生活用水的水利用

のみならず，囲郭外の集約濯減地域の水源と

推定した。そこでは，安定しているとはいえ

ない降雨を補う乾季の濯瓶稲作や，王都の近

郊読菜地域の存在を想定している1九グロリエ

の水利都市論は，集約的な水田や菰菜栽培な

ど，都市の周囲に見られる，都市の食糧消費

者を前提とした，近郊農村地域の濯概，つま

り都市の背域・培養圏としての濯概農業を想

定している。そして，アンコール王国の衰退

には，通常いわれるアユタヤとの戦争，王権

の弱体化，地方の離反などに加えて，過度の

水利開発による農業経済の破綻を力説する 12)。

しかし，グロリエが謹減の論拠とした16世

紀のポルトガル人記録書記官ディオゴ・ド・

コート(1543頃-1616)の草稿は，西欧人の

アンコール見聞記としては詳細で最も古いも

のの一つだが，ゴアにいたコートがアンコー

ルを訪問した修道士からの情報をまとめたと

いう限界をもっ。当時すでにアンコール王朝

自体が廃絶しており，盛時のものではない。

I(都城は)濠がとりまいていて，水深3プ
ラース(約6.6m)ほどあり，水位が下がるこ

とはないJ1石材はこの地から20リュー(約80
km)も行かないと手に入らないJ120人の王の

命令で建設され，そのため700年かかったJIそ

れぞれの道路は，それぞれの城門を基点とし，

2本の水路に挟まれている。都域外部の河川lか

らこの水路を通って，圏内各地からの多くの
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固

o 5 km -
1.アンコールトム 2アンコールワット 3.西パライ 4東パライ

図2 アンコールの濯瓶範囲と主要遺跡
(グロリエ， Highamなどを野間改変.アミの部分が渡海域)

小船が食糧，燃料にするマキ，その他の生活

必需品を積んでやってくる。住民たちの門前

で荷を下ろすことができるようになっていた。

どこの家も水路に面した入り口があり，河川

に面して他の入り口がある。こうして，都城

のごみはすべて濠の外まで運び出され，都城

は清掃されていた。それゆえ，この都城を発

見した王が宮廷をここに移してからは，世界

一美しく，交通の便がよく，清潔な都市となっ

たJ問。

以上のような記述は，建築のための膨大な

労働力調達と，都市の生活用水・交通の便宜

のための水路のすばらしさを述べてはいるが，

農業に用いられたとは一言も書かれていない。

しかもトンレサップ湖の底から「大量の米が

籾(浮稲)のままで現れ，これはインドでは

“パテ"と言っているが，周辺の住民の大半

を養うことができるJ14)と，湖周辺の氾濫湿地

での深水稲の重要性を述べる。それによって

都市住民の食糧をまかなっているが，平原で

みられたであろう散播中耕稲作についてはまっ

たく記述がされていない。

アンコール周辺では，南インドのようにい

くつものため池を連結して系統的に水を配分

したりすることは行われない。稲作技術も高

みでは移植も行われるが，南アジアにみられ

る乾田直播(散播)中耕型もみられる。イン

ディカ種を直播， 2頭だての牛で筆耕し，雑草

除去の目的で中耕する。平原のため池は集水

域がきわめて限定される。近くを流れる河川

の水量に頼れない場合，ため池が巨大であっ

ても，降水を貯めるだけの不安定なものにな

らざるえない。

グロリエの濯概に対するバイアスは，ウイッ

トフォーゲル流の絶対的濯概15)を踏襲している

といわざるえない。しかしグロリエが「水利

(水力)文明J16)とはいわずに， r水利都市」
としたのは，けだし卓見である。都市と農村

を結ぶものとして，濯概水利，近郊地域など

の概念が埋め込まれている。しかし，裏を返

せば，アンコーノレ遺跡群から離れたアンコー

ル王国の背域については，この考え方が敷街

される根拠は何もない。したがって，王国の

成立与件として，濯j既水利を重視するのは早

計であろう。人口の少なさはそのような集約

性を必要にしなかったのではないか。

桜井は上座部仏教を東南アジアへ伝えた南

インドのタミーJレナドゥー州のため池(タン

ク)濯概地域や，クメールの影響が及んだ東

北タイのため池利用をアンコール周辺の農業

と比較して，農民的濯概と王権による巨大な

パライ濯慨を区別して考えるべきこと，現在

の農業の実態からアンコール時代のため池濯

甑農業を類推することはむずかしいが，乾季

の作物栽培には濯概が必須であり，そこにパ

ライ濯概の可能性を保留した川。 プレアン

コール期，とりわけ扶南についてはアンコー

ル王国以上に外部世界との関わりを重視すべ

きで，タイ湾やメルギなどのクラ地峡の港市

群を介したインド洋交易も考えるべきであろ

う。メコンデルタのオケオ遺跡の囲郭やデル

タを横断し港湾や王都アンコールボレイをむ

すぷ水路の存在などがその証左となる則。アン

コーlレ王国とは，そのような外向的国家が内

向的国家に移行した頂点をなすものといえる。

アンコール以後のカンボジアの王権はメコン

水系・トンレサップ水系に分立しながらも，
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プノンペンやウドンにみられるようにすべて

河岸に立地し，南シナ海との交流を深めてい

く。

III. リードの港市論の含意

アンソニー・リード『東南アジアー交易の

時代 1450-1680J(r第1巻貿易風の下でj，
1988， r第2巻膨張と都市j1993)聞は，アナー
ル学派総帥のF.プローデルの『地中海Jや『物

質文明・経済・資本主義15世紀一18世紀Jと，

ウォーラーシュタインの「世界システム」を

援用しながら，東南アジアの大航海時代とい

うべき15世紀後半からから17世紀後半を，r世
界システムのなかの一体化した東南アジアj20)

としての全体史をはじめて描こうとするたい

へん野心的な試みである。宗教および生活様

式としてのイスラームが東南アジアに浸透し

て，交易ネットワークが旧来のインドや中国

世界との交易に加えて，アラブ世界が加わっ

たことを一つの根拠として，東南アジアの共

通世界の成立とみなす。

リードは，大陸部東南アジア史にもかなり

配慮し， I日宗主国を中心とした個別国史の膨

大な研究蓄積を岨暢する形で記述がなされて

いるが，もともと著者がインドネシア史を専

門とすることから，やはり海域やその沿岸に

成立した諸システム，国家，港市に重点があ

る。そのため，リードの港市論は前域(forehead)

としての交易ネットワークを強調することで

港市や港市国家の性格を鮮明にしているが，

背域に関しては考察が手薄であることは否め

ない。

彼の描いた「交易の時代Jは，都市的成長

が促進された時代と位置づけられる。商業交

易をよって発展した都市，イスラーム化した

港市群である。つまりアユタヤが1432年アン

コール王国を滅ぽしたことに象徴させて，大

陸部東南アジアの内陸国家を歴史の舞台のく周

辺化〉として描きだしている。

IV.港市とその背域

(1) 港市の類型

左のようなリードの都市論に背域概念を組

み込むことで，港市国家の類型を考えてみる。

なお，ここでいうで港市は，植民地としてヨー

ロッパ諸国によって建設され成長したマニラ

やシンガポール，サイゴンなどの植民地型と，

前近代のインド・アラブ・中国・東アジアの

海域商業ネットワークで成立した在来型に大

別できる。本報告では，前近代を対象とする

ため，後者のみをとりあげて，次の3タイプに

分類する。

王自身が権力の中心であり独立した国家を

なしていたタイプ(A)と，内陸王国の外港と

して一定の背域をもっていたもの (B)，両者

の機能を合わせ備えたもの (C)刊。

Aは物資の流通を支配するが，背域(後背

地)はもたないタイプで，むしろ前域に国際

交易ネットワークをもつもので，マラッカを

その典型とする。 Bはスマトラやジャワのシ

アク，パレンパン，レンガットなどの港市群

で，海岸湿地の無住地をはさんで，内陸の生

産・居住域と港が河川・水路で結ぼれる。あ

るいは，河口に外港をもって，内陸の火山山

麓の都市と港湾が結合する中部ジャワのマラ

タム王国(ジョグジャカ1レタ)のような場合

がある。Cはアユタヤに代表される広大な農林

業生産の背域をもった王都である。内陸河川

ネットワークや山地の産物を集散しつつ，王

は王室貿易を港市に結び付けることによって

国益を独占するが，同時に港市を諸国の商人

に開放する。

アユタヤを除いていずれも港市国家は大き

な範域を有しなかったが，港市が貿易におけ

る結節点の役割を果たしことが要求され，実

質的な機能が重視された。そのため，都市の

象徴的なモニュメントを欠き，商品検査所，

税関，港務事務所などの施設が共通する。と

りわけコスモポリタンな海域世界の港市の多
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くは「マレーJと呼ばれ，彼らの出自がイン

ド人，中国人，ジャワ人であっても，マレー

語が貿易用語となった。

(2) マラッカ

マレ一半島とスマトラ島の聞に位置する港

市マラッカ(1405-1511)は約100年にわたっ

て東南アジアの国際的な中継交易の主役であっ

た。それはインド洋と海域東南アジア世界を

介して，中国・東アジア世界を結びつける役

割と場を提供した。マラッカは，東西の国々

が長期の風待ち期間に停泊する位置にある。

1390年頃，建国伝承は，スマトラ島のパレ

ンパン出身のパラメスワラが，ピンタン島，

シンガプラ(現在のシンガポール)，ムアール

河口からマレー半島を北上してマラッカに定

住したことを記す22)。この移動は，明の洪武帝

の一連の海禁令による中国人商人の私貿易の

衰退に呼応した，ジャワのマジャバイト王国

や海峡の小王国の支配の拡大で，勢力を追わ

れたことを示唆する。彼にこの地への遷都を

勧めたのは海洋民であるセラテ人であり，パ

ラメスワラは彼らを貴族(マンダリ)として，

マラッカ河口に住まわせた。自らは隣のパー

タム川やその中流，あるいはマラッカ川上流

のプレタンに居を構え，河口の海洋民とは一

定の距離を置いた。しかし，王国の下級労働

力となった人々はピンタン島(リオ)の漁民

であった。マラッカ王国は， I一貫して政府と

労働者の所在が分離していた二重構造」をな

していた23)。

この王国の版図は，ポルトガル人トメ・ピ

レスの『東方諸国記Jの記述によれば，1)

直轄地(マラツカ)， 2)錫の積み出し港， 3) 

軍港， 4)朝貢国， 5) シュイクの支配地，

の異なる 5つの部分からなる(図3)刊。

錫の積み出し港は7ヶ所の貴族の支配地と

なっており，マレ一半島西海岸河口に位置す

る。人口は200""""'500人のマレー人集落である。

錫は鉱脈が風化した砂スズを採取し，これを

o ∞M 
~ 

@マラッカ王都

①~⑦マレ一人集落

①~①軍港

囚~固朝貢国

国~圃 シェイクの支配地

. "7'ラッカ支同に属さない港や集落

フ

も島

図3 マラッカ王国を構成する 5種類の港
(高谷好一，注24)による)

マラッカは交易品に加えていった。

軍港は1レパト (a)，ムアル (b)，シンガプ

ラ (c)，ピンタン (d)， リンガ (e)の5つで

ある。ムマルはマレ一半島の港だが，ルパト

はスマトラ側，シンガプラ，ピンタンは半島

側，リンガはスンダ陸棚上のマングロープに

覆われた小島の隠れ家というべきものであり，

彼らは海賊でもあった。リンガ島には40般の

軍船が常備されていた。外国出身の傭兵隊，

奴隷などの存在も知られている。

朝貢国のうち，パハン (A)はマレー半島東

岸に位置し，シャムとマラッカに両属してい

た。あとの3つのカンパル (B)，インドラギ

リ (C)，シアク (D) はスマトラ島東岸にあ

り，ミナンカパウ系の民族からなる小王国で，

金，樹脂，蜂蜜などを産して，これをマラッ

カに運んで綿布などを持ち帰った。その一方

で，マラッカもまたタイ南部に勢力を伸ばし

ていたアユタヤ王国とは従属的な関係が続け

られた。

シェイクとはアラプ系商人か聖職者が権利

を持っていた港である。

王国の支配階級は王族と貴族で，貴族は征

服した各地を領地として与えられ，戦争の際
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には一定数の軍船を出す義務を負った。

パラメスワラの後を継いだ2代目のスルタ

ン，ムガト・イスカンダル・シャーが初めてイ

スラームに改宗する。イスラームはまだ王族，

貴族，外国人の間だげで信何されていたよう
ていわ

である。パラメスワララは鄭和の遠征隊の存

在を後ろ盾に，タイから独立して明の朝貢国

になり，永楽帝から満刺加(マラカ)国王に封

ぜられた。

王国の官職では，スルタン(王)の下にブ

ンダハラ(最高裁長官，最高司令官)，プング

フル・プンダハリ，ウルパラン・プッサール

(傭兵の長)， トゥムゴン(市長，警察)の4

要職があった。その下に，在留外国人のとり

まとめをする港務長官・領事役のジャパンダー

ルが4名いた。 4名の分掌は1)グザラテ人，

2 )ベンガル，ペグー，パサイ人， 3)ノfレ

ンパン，ジャワ，ボルネオ.Jレソン， 4)シ

ナ，琉球，泉州，チャンパの4地域群の代表で

あった。1)はグジャラートなど西インド海

岸部のアラブ・インド・ペルシャ商人. 2) 

は東部インド，ピJレマ地域， 3)はマレー文

化圏， 4) は中国文化圏の国々で，いずれも

航路の行き先別に分かれていたと思われる。

そして，マラッカは4000人の外国人， 84の言

葉が話されていた国際交易港だとピレスは記

述している問。

マラッカの交易品は，西インドの交易品と

して，綿織物，アへン，雑貨，東の中聞から

は陶器・生糸・絹織物・武器，域内の東南ア

ジア産では森林産物としての香料(胡根・丁

子・ナツメグ)，樹脂，白檀，象牙，獣皮，生

薬，鉱産物としての金，錫，硫黄，銅，海産

物としての篭甲，真珠貝，珊瑚，干魚であっ

た26)。

王や貴族は交易の場を提供するだけで，当

時のマラッカは基本的には外国人商人による

私貿易である。したがって王国の収入は貿易

の独占ではなく，交易に伴う物品税・輸出入

税であった。ほとんど無住の地に王国が作ら

れたマラッカでは，土地からの税(地税)と

いう概念は存在しなかった。

ただ，マラッカが南海貿易のセンターとな

り得たのは，マラッカ海峡の中央に位置する

地理的位置に大きく依存している。帆船によっ

てアラビアやインドからの西の商人と中国を

はじめとする東の商人が自国との往復に貿易

風の関係で2年を要していたのが，マラッカを

中継ぎすることでその短縮が可能となった。

東北モンスーンと南西モンスーンの聞のなぎ

の6ヶ月聞は物資がマラッカの倉庫で保管され

ることになり，その関税・保管料・物品税が

マラッカ王室の財政の基礎であった。

王国は周辺の各地を武力で征服して領土を

広げる。その範囲はマレー半島南部，ほぽ現

在のマレーシアの地域と，スマトラ島中部の

海岸地点であった。こうして王国は東南アジ

アの諸島部における一大国家となったが，1511

年，ポルトガ1レのアノレフ。ケJレケが艦隊に占領

され，国王マフムード・シャー(在位1480ころ

-1511)は，半島南端のジョホールに定住して

ジョホール王国を建てた。

(3) アチェとノfレンノTン

港市類型Bにあたるものとして，スマトラ

の2港市アチェとパレンパンをとりあげる。

アチェはマラッカ海峡のスマトラ島側の入り

口に面した港を持ち，直接の背域がそれに地

理的に連続する。パレンパンは南部の低湿地

の河口からムーシ川を80km遡った丘陵との境

に位置し，マレ一人よりなる16世紀後半に成

立した港市で，ジャワ海に面した河口には港

湾を持たない。

アチェや東岸の小港市国サムドゥラ・パサイ

やペルラクは.13世紀末に王や住民のイスラー

ム改宗がなされた。これは東南アジアでもっ

とも早くイスラーム化した港市国家群である。

16世紀以降，パンダ・アチェに拠るアチェ王国

が胡概貿易の隆盛を基に勢力を拡大，この地

方を支配下に置いた。同王国はイスカンダJレ・
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ムダ治政下(1607-36)に最も栄え，版図をス

マトラ南西岸にまで拡大したが， 17世紀末か

ら内紛が続き衰退した。

この港市の内部構造は，王とその王族，貴

族のみが城壁で固まれた王城内に居住し，都

市全体を囲郭する形態はみられない。王と王

妃が住む部屋に達するには中庭を隔てて 7つ

の門を通過せねばならない。外側の中庭には

競技用の象や砲兵の弾薬庫，受付などの部屋

があった。いちばん主要なモスクは宮殿にす

ぐ隣接して位置することが多く，それが港市

のランドマークとなっている。そして多くの

場合モスクに隣接してイスラーム学校や研究

所が位置していた。

パレンパンはかつてシュリピージャヤの首

都として栄えたが，隣の港市国家パンテンが

胡根産地の拡大を狙って攻撃した(1596年)

のを契機として，自らの地位を保持するめ，

ジャワ中部に興ったマタラム王国の庇護をう

ける。 1625年，マタラムに7頭の象や貢物と使

者を送って臣属している27)。その一方で貿易の

利益を求めて，オランダ東インド会社が商館

をパレンパンに置くことを促し，マラッカと

の交易を求めて背域の胡根栽培地を拡大し，

それを買い占めて価格操作や出荷統制によっ

て利益を手中に収めた。

この事例は，港市がしだいに未開発の背域

に触手を伸ばして，ローカルな交易の一端の

利益を得ょうとしたものといえよう。

V.ピルマにおける王権・囲郭都市とその

背域

(1) タトン，ペグー，ミョウハン

一一沿岸の港市

アンダマン海に面するタトン(スダワマワ

ディー)はモン族の都として，少なくとも5世

紀には東インド・セイロンとの交流があり，

ヒンドゥー・上座部仏教がインド洋経由でピ

ルマに最も早く移入された地の一つである。

都城はほぽ現在のタトン市街を包含して，海

岸平野から一段高い段丘上からタトン山への

山麓丘陵にかけて立地する。南北に細長い長

方形 (2310mx 1200m)で，面積2.7km'，現市

街の東，北，北西隅，南などに濠・城壁を残

す。中央に324mx345mの王宮が南面して位

置した。二重の土塁があり，その聞は濠になっ

ている。なお北辺は三重の土塁となっている。

当時の海岸線は鉄道のすぐ西から南西あたり

に位置し，海に向かつての堅固な土塁・濠で

固まれた囲郭都市であり，沿岸・海洋交易の

港の機能を有していたと推定される28)。後背地

は山が迫り，耕地に乏しかったから，ベンガ

ル湾の海上交易を主とした，港市的国家であっ

た。マヌハ王治世の1057年にパガン朝アノー

ヤター王の攻撃を受け滅亡したが，その文化

はパガンに引き継がれる。

ペグー(現パゴー)はタトンの後育となる

港市で，シッタン川の河口に近い海岸低地に

位置する。ここもモン族が早くから開発した

ところで2円825年にタマラ，ウィマラの双子

の兄弟が町を築いたとされる。当時のペグー

はマJレタパン(モウタマ)湾が今よりも内陸

まで入りこみ，海港としての性格が強かった。

海上を通じて南インドとの交渉・交易があっ

たらしい。また，シッタン川を遡って，陸路

で結ぼれた雲南の南詔にも使節を送っている。

1369年にハンタワーディー・ペグ一朝のピ

ンニャウー王(在位1353-85)によってペグー

に本格的な玉城が築かれ，その子ラーザダリ

(在位1385-1423)は，イラワジデルタの要衝

パセインやミャウンミャまでを支配化におい

て，王国を3省96郡に再編した。 15世紀後半か

ら16世紀には遠隔海洋交易がペグー王国で隆

盛であったことは， トメ・ピレスの記述から

判明する。

「この国はわれわれが今まで見知ってきた

どの地方より肥沃な国であり，シアン(シャ

ム)よりも肥沃でジャオア(ジャワ)とほぼ

同じくらいである。海岸には三つの港があり，

それぞれ三人の総督(ゴヴェルドナール)が
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いるJとして，コピミー(下ピルマのパセイ

ンか)，マルタマネ(マルタノTン)， ドゴン(ヤ

ンゴン)の3港をあげている。主な商品は，

米，ラック，安息香，窮香，宝石，lレピー，

銀，バター，油，玉ねぎ，にんにしからし

などを，貿易風を利用して運ぶ。王国に入荷

する商品としては，錫，水銀，銅，フルセレ

イラ(銅・錫・鉛などの粗質の合金で貨幣の

代用となった)，ニクズク，胡根，丁子など

で，その多くはパサイやマラッカとの交易で

持ち込まれたものである則。

以上の記述からわかることは，ペグー王国

がほぼ沿岸一帯を掌握して相離れた3つの交

易拠点を持っていた点である。しかしペグー

の町自体は現在よりも3kmほど東に位置し，シッ

タン川支流を通じてペンガル湾とむすばれて

いた。しかし，マルタパンやダゴンに比べる

と港湾機能としては不利な位置にあり。 17世

紀初頭にはシッタン川・ペグー川の堆積で港

湾機能そのものが失われてしまった3~
ペグーの最盛期は，タウングー朝のパイン

ナウン王がここを都とした16世紀で，アラウ

ンパヤー王がモン族を征服した1757年に焼き

払われるまで玉城があった。王城はほぽ方格

で1辺が3400尋 (6222m)の城壁・濠で固ま

れ，それぞれに4つの門があった32)。王宮は中

央に東面して位置していた。市街の東トゥダッ

タナ丘の上には釈迦の遺髪をまつるというシュ

ウェモードー・パゴダがある。

モン族が建国したペグー王国は，タトンの

ような後背地をもたない狭い港市的な国家か

ら，イラワジデルタを掌中におさめることで，

米の余剰やラック，上ビルマの特産の宝石な

どをマラッカ・パサイなどマラッカ海峡の港

市へ販売する商業的性格を強めた。しかし，

つねに周辺諸国との戦争にあげくれ，とりわ

けビルマ族との車L離は，ペグーの防御的な機

能を長らく維持させた。ペグーからはシッタ

ン川を遡ると，タイ族のシャン高原や，パガ

ンからビルマ族が逃れて打ち立てたタウングー

王朝の王都タウングーがある。かかる背域を

にらんだ地点ゆえ，港湾機能では劣りながら，

ラングーン(現ヤンゴン)が植民地的発展を

とげるまで，下ピノレマの中心として栄えた。

アラカン山脈を隔ててペンガJレ湾の一角に

は， 1785年まで独立を保っていたアラカン王

国がある。この地域は起源前後からインド化

し，さらにムガール帝国の影響もあって，イ

スラーム教も混交した，独自の仏教文化をもっ

ている。その王都ミョウハン(ムラウウー)

は丘陵と河口デルタが入り組んだ地に長方形

(約420mX330m)の王宮がほぽ東面する。

3重の煉瓦・切石の城壁があり，最も外側の囲

郭は550m四方の方形(東南隅は川によって切

られて実際は五辺となっている)で，王宮の

面積が広いことが際立つ33)o15~17世紀にはポ

ルトガルやオランダとの交易で繁栄していた

が， 1785年コンパウン朝ビルマに征服されて

滅んだ。このアラカン王国の例は，さしたる

産物はないが，地形的にも孤立した山が迫る

沿岸部にあったため，交易や海賊行為を中心

としながらも，一定の背域での生産基盤(稲

作)を持った王権が永続した例であろう。

(2) パガン

イラワジ(エーヤワーディー)川中流部の

上ピノレマ一帯には，インド化した先住民族

ビュー(I~9世紀)が定着し，プローム郊外

にシュリクシェトラ(タイエーケッタヤー)

を建国した。長円形の城壁で固まれた14km'の

内部にヴイシュヌ神，弥勤菩薩などの遺構が

あり，中央には円のほぽ王宮社がある。城壁

には32の門をもっ。須弥山をかたどった王宮

の王は32の封臣に護られて鎮座するインドラ

神を王とする宇宙論にむすびっく 34)。

そのビュー族を継承しつつも，より巨大な

王国を築いたのがイラワジ川左岸べりに位置

するパガン王朝(現在の表記法ではパガン)

である。王宮は9世紀に建設された周囲1200

mの小さな市壁内にある。この域内には，ほ
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かにゴードーパリィン寺院，タビュニィ寺院，

学校跡などもにあり，河港も付近にあったと

みてよい。しかし，アーナンダー寺院，ザマ

ヤンジー寺院ほか4000を超えるといわれる石

造寺院・パゴダの多くは，市壁外半径約6kmの

範囲の荒涼としたサバンナ景観のなかに点在

する。パガン一帯は，年間雨量は500~700皿

前後の東南アジアで最も乾燥したのドライゾー

ン地域であり，付近には棲小な濯木やトゲの

あるサボテン類しか見られない。

アンコールのパイヨンにみられたような須

弥山的コスモロジーはパガンでは顕著でなく，

矩形都市プランも残存する道路や王宮の位置

から存在には否定的である。都市プランに宇

宙観を凝集するよりは，荘厳な風景の中で建

塔という行為を示威することで，南方上座部

仏教の至高の境地を歴代の王権はめざしたの

ではないだろうか。パガンの王はモン族の都

タトンを攻めて，王や僧侶をパガンまで連行

して正統仏教を熱心に広めていった。

南方上座部仏教の教えでは，来世に救済さ

れるためにはできるだけ現世に功徳を積まね

ばならない。そのための方法としてより重き

を置かれるのは，個人の日々の仏への帰依・

信仰というよりは，寺院への金品や土地の寄

進である。そして至高の方法が寺院建立にな

る。アウン・トゥンは，寄進を再分配する巧妙

な上座部仏教のメカニズムに焦点をあて，碑

文などから推定できる全盛期のパガン王国の

濯甑耕地は57万エーカーとし， 11~13世紀の

300年間にその63%の耕地， 2万人以上の人

間， 1900kg以上の銀がサンガ(仏教教団)に寄

進されたと推定した3九

アンコール王国では巨大石造建築が無償の

強制労働や移入労働力によってされたため，

著しい人的資源の消耗と浪費が起こり，結果

として王国の疲弊を導いたといわれるが，パ

ガンでは，寄進された財で賃金を支払って労

働力を集めた。石工や仏師，それに彼らに食

糧や燃料・サービスを提供する諸々の就業機会

が王都の周囲にあったといえる3針。

しかしこの王都にパゴダ建設のために多く

の人々をひきつける魅力があったとしても，

その王国の経済を支える背域は，150kmほど離

れた，やや水量の安定した扇状地的支流域に

あった。チャウセ，サガイン，ミンプー，ムー

河谷平野に代表されるイラワジ川支流に形成

された扇状地の水路濯瓶やメクティーラ，ヤ

メティンによるため池濯概の成立とセットに

してパガン王国の農業生産基盤を考える必要

がある 37)。

チュウセ地方には11のカヤイン，ミンプ一

地方には6のカヤインがある。このカヤイン

はこの地方独自の歴史的行政区画で，その中

心集落も城壁で囲まれた方形プランであった

が，都市とはいいがたしl38)。この集落は地方の

首長社会の核となるものであったが，それを

束ねる形でパガン王権があった。この背域で

生産された米をはじめとする農産物はイラワ

ジ川水運でパガンに運ばれ，王都の消費にま

わされたと考えてよい。

パガンは政治・宗教的中心ばかりでなく，

内陸の港市であった。しかも，上ビルマのチ

ドイン，イラワジ合流点から少し下ったとこ

ろに位置し，陸路で雲南の大理固などとも結

ばれていた。水量が豊富で，途中に滝などの

難所がないイラワジ川は河口からも船の乗り

換えなしでここまで到達できる。またパガン

へ陸路の入り口，現在では土着信何のナッの

聖地ともなっているポパ山がパガンから平原

地帯を東へ向かったところ50kmに位置するの

も興味深い。ここを経由してシャン高原(タ

ウンジ一方面)へは最短ルートで結ばれ，広

義のタイ族(シャン族も含む)文化圏39)との結

節点ともなっている。

(3) アマラプラとマンダレー

パガン朝以後のピルマ族・あるいはシャン

族の王都は，いずれもパガンよりも上流のイ

ラワジ川本流沿いにある。アヴァ(インワ)， 
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庭園口

o洞)11 ，--¥ため池 ・パガン
濯i既 ¥滋1銃 口その他の王都

O歴史的都市

図4 上ビルマの渡瀬地域と玉城
(注34)，37)などにより野間編図)

アマラプラ，マンダレーなどの囲郭都市がそ

れにあたる40)。アマラプラはとりわけ完全な1

辺1マイルの正方形で城塞と濠に固まれ，各

辺3つ，全部で12の城門があった。方格道路

によって144の区画に区切られ，中央の16区画

が御所(王宮)とされ4九理念的なアーリア都

市叫に近い。内陸水運・港湾機能をもっていた

とみてよい。

最後のコンパウン王朝の王都マンダレー

(1857年遷都)以外の王都は遺構をあまり残

さないが，占星術などによって位置が選定さ

れ，王宮は囲郭の内部に東面する共通点をも

っ。マングレーでは， I黄金をはりめぐらせた

区域」として東西21km，南北51km，11万ヘク

タールが定められた。ここでは生き物の殺生

が禁じられ，境界石柱が置かれた43)。この領域

は王宮，玉城の外に広がる王都の外縁という

べきもので，マンダレーの河川濯概地域とほ

ぽ一致する。この事実なども，王都の位置は

たびたびかわっても，直接の生産基盤として

の背域は，一貫して上ビルマの謹瓶地域であっ

たことのひとつの傍証になろう。

VI.タイにおける王権とその背域

(1) ムアン型国家

一一一チェンマイとスコータイ

タイ族の南下はビルマ族よりも遅れたが，

その王城の形態は，基本的に矩形プランであ

る。チャオプラヤ水系やメコン水系の上流に

位置する北部タイや雲南のシプソーンパンナ

地方には多くの山間盆地が点在し，タイ系諸

民族が主として水田稲作を行い，その首長を

中心にムアンといわれる城市を中心とした小

国家を形成していた。〈ムアン(城市)の人〉

を意味するコン・ムアンとも呼ばれる。その直

接の支配域はほぼ盆地内部に限られ，その周

辺の山地に居住するアカ，メオ，ヤオなどの

山地民族とは交易で交流があるにしても，領

域的な支配はおよばなかったとみてよい。

タイ・ユアン族は北部タイで優勢なタイ系民
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族である。タイ最北，ラオス・ビルマ国境を

のぞむメコン河岸の町チェンセンの王子とし

て生まれメンライ (Mengrai)は，父の後を継

ぎいで1262年にチェンライの町を建設し，チェ

ンコーン，ファーンなど北部タイの盆地の小

国を統合していった。さらに，周辺のタイ系

の王と同盟を結んで， 91年北部タイにあった

モン族のムアン，ハリプンジャヤ(現在のラ

ムプーン)を攻略した。彼が1296年にチェン

マイ盆地，ピン川右岸に建国したのが， r百万
の水田の国」といわれるラーンナータイ王国

である。 13世紀はアンコール・パガンといっ

たインド化した大平原国家が衰退し，遅れて

南下してきたタイ族のムアン型国家が「沸騰J

するタイ史の画期である。

王城は一辺1.75kmの方形の城壁で固まれ，

ほぽ正南北に位置する(図5)。囲郭の外をつ

なぐ城門は，各辺に lつずつ，都合4つある。

そこを通過する道路を主要なものとみなすと

東西方向の軸がほぼ直線的であるのに対して，

南北は斜行する。しかも内部道路のパターン

は市街地になっているために後に加えられた

ものも多いと推定されるが，規則性はない。

さらに現在の旧市街をほぼ包含する形での濠・

土塁が南から東を半円状に囲み，市街を画す

る。

重要な寺院は，ワット・プラシン(1345年

創建)，ワット・チェディ(1431年)である。

前者は東西道路上にのる仏寺で，図書館とい

われる。後者は2本の道路の交差するほぽ中

央，南北道路軸上にはのる。最古の寺はメン

ライ王自身が1297年に創建したワット・チェ

ンマンであり，それは南北道路の北端に位置

する。王宮はその向かいに東面して存在する。

城壁の内外に群立する寺院のなかに王宮も埋

没し，両者は表裏一体の関係として存在する。

タイ系諸民族は，アンコールやパガンなど亘

接インド化した平原の大国家と異なり，南方

上座部仏教をモンやクメールなどの文化から

間接的に受け入れて，十分な消化をおこなっ

てきた。そこにはデヴェラジャ(神王)思想

によるコスモロジーの反映ではない，タイ独

自の仏教文化が体現されている。

ボート(嗣堂・布薩堂)，チェディ(ストゥー

ノ'¥')，ウボッソー(戒壇院)，ヴィハーラ，ホ・

トライ(経蔵)など，各種の形式と機能を持っ

た建築群が混在すること，王は仏法の擁護者

という立場で，仏教教団(サンガ)を経済的

にも支え，その護持を仏像や絵画・壁画など

を創作することによって示そうとした44)。この

時期の上座部仏教における政治統合は，空間

的な配置にさほど関心を示さなくなってきた。

王宮の位置の任意性，内域内の道路パターン

の不規則性などがあげられよう。

13世紀建国されたスコーターイも，チャオ

プラヤ支流のヨム川の扇状地に建設されたム

アン型国家である。東西2.6km，南北2kmの矩

形の城壁を持った玉城内では，須弥山の位置

づげは薄弱で，内城の道路プランも明瞭でな

いが，パライにあたるため池が囲郭外北に位

置することは注目に値する。

(2) アユタヤ一一一デルタの港市

アユタヤはタイ族によって400年以上

(1351-1767)にわたるアユタヤ王朝の首都

として栄えた。ロップリ，スパンプリなどチャ

オプラヤデルタの古デルタ周囲に位置した都

市国家群を束ねて，ウートン(U-thong)の藩

侯であったラーマティボディ1世によって，チャ

オプラヤ川，ロップリJlI，パサック川の合疏

点の要衝に建設された。つまり，タイの王権

発祥の地といわれるスコータイ王国とは直接

のつながりはないのである。市街は河川で周

囲を囲緯された長円形の川中島にあり，後に

周囲に城壁が建設されている。

アユタヤの都市プランにおいて，王宮の移

転があったものの，いずれも一等地を占める。

旧王宮はワット・プラシー・サンペットの位

置にあった。ド・ラ・ベールのアユタヤ市街

図によると，城壁外の南部に川を隔ててポル
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トガlレ，オランダ，コーチシナ(ベトナム)， 

モン，中国，日本人，マカッサル人などの居

留地が設けられた。中国には朝貢貿易という

形をとった国家間交易が頻繁行われたが，中

国人の居留地だけは城壁内にも設けられ，そ

の重要性が推察できる(図6)。

17世紀にオランダ東インド会社の商館がこ

こに設けられ，その商館員として赴任したファ

ン・フリートの『シアム王国記J45)のアユタヤ

の記述は最も初期の詳細なものである。

都市の周囲は厚い石の城壁で固まれていた

が， 1634年に大部分が改築され，下の部分は

石の土台で強化されている。城壁の外側，対

岸にも多くの町，村，農園，農民の住居，寺

院，修道院および尖塔が密集して建てられ，

多くの人が住んでいた。市内は数本の直線道

路が縦横に走り，多くの便利な水路が作られ

ている。洪水になると，水が溢れ，多くの場

合，街路の上をすべての家屋のところまでプ

ラウ(舟)を漕いで行くことができる。家屋

組末であるが，市内には約400の立派な寺院と

修道院が点在し，いずれも精巧で豪華な建築

で，金箔や偶像で飾り立てられている。国王

の歳入の多くは米であるが，蘇木，錫，鉛，

硫黄などの商品取引に国王が関与し，ただ陛

下の商館員からだけ外国人に売りわたされる。

このほか，関税からの利益，臣下，重だった

図5 チェイマイの玉城と主要寺院・王宮

人々，および各州の総督からの贈り物がある。

これらの記述から，地税はほとんど意味を

なさず，貿易の取引にかかわる税収が国家財

政のおきな割合を占めていたと推定される。

17世紀の全盛期アユタヤ王朝は，南はマレー

半島，東はラオス・東北タイ一帯，北はチェ

ンマイ王国を服従させ，南はトウングー朝の

一部をも版図に入れた東南アジア有数の強大

王国であったが，その実は領域国家とはいい

がたしその外縁はきわめてあいまいで可変

性に富んだものであった。

インド洋を経由する西の国々との交易は，

テナセリム，メルギという現在はミャンマー

のアラカン地方に属する海港から陸路で地峡

部を越えて，王都アユタヤへもたらされた。

つまりアユタヤ以外にインド洋(アンダマン

海)側に外港をもっていたと推定される。と

りわけコロマンデルとスラートからの織物が

重要であったことをファン・フリートは記述

している。ほかに国外からもたらされる物産

として，丁子，ニクズク，胡根などの香辛料，

白檀，日本からの銅・鉄・細工物，宝石など

であった。国産の商品としては，象牙，安息

香，蜜蝋，鹿皮，金，ゴンマラツカ，蘇木(染

料にするスオウ)，錫，鉛，鮫皮，米，黒砂糖

などで，大別すると，山の産物と鉱産物，そ

れに米を中心とした農産物であった46)。米はマ

ラッカ，ジャンピ，パタニ，マカッサノレなど

のマレー海洋世界の港市国や中国か宵場となっ

ていた。

文字通り，アユタヤは中国・琉球・イスラー

ム商人・ヨーロツパの商人が婿集する国際交

易港であり，しかも上流に広大な背域をもっ，

河川交通の要衝に位置していた。とりわけ，

東北タイ，ラオス，北タイ地域などとのつな

がりが強い。アユタヤの人口はかなり過大と

思われるが， 17世紀の記録では20万人前後と

される。この人口を支えたのは，中央平原，

とりわけ氾濫原での深水稲を中心とした米で

あった。 15世紀のアユタヤでは，リードの推
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フリートによってもされてお

り州，国家自体が商入国家・交易

国家といえる性格を持っていた

ことは疑いない。しかし，その

広大な背域については，すべて

を領域国家として押さえていた

という集権国家的性格について

は疑義が提出されている。その

根拠として，アンコール，チェ

ンマイ，マラッカ，メルギ・テ

ナセリムにしても，スコータイ

の併合を除いて独立を維持して

おり，しかも，集権的といわれ

る法も実際の運用は王の気まぐ

れや地方権力との妥協の上に骨抜きで実践さ

れたことが判明している叫。このような疑問か

らタイ史家スネートは「マンダラ型国家」・「分

節国家Jの概念でアユタヤ王朝を捕らえるこ

とを提唱する問。マンダラ型国家とは，その体

制の持続がもっぱら個人の資質とその支配者

に忠誠を誓う一定の世代に属する家臣団の存

在に依存する個人ネットワークをもとにした

国家類型である。分節国家は光源から発する

光が距離に逆比例して弱まっていくように，

権力の及ぶ範囲は中心(王宮のある首都)か

ら遠ざかるについて弱まり，最遠隔地では支

配は象徴的なものにとどまる。一方でその周

縁部では複数の地方権力が中心と相似的な大

小の支配組織をもっていて，別個の中心を発

生させた場合には忠誠の対象を変更するか可

能性がつねに存在するような国家のことであ

る刊。ピサヌロークの鎮守府設置(1438年)

は，唯一併合したスコータイを押さえ，チェ

ンマイの南下に備える意味があった。

定によると， 30般のジヤンク船

で，一平均ジヤンク船400~500

トン積みとして1万トンの輸出量

があった47)。

アユタヤ王朝の王は商人であ

るという記述はすでにファン・

EE3市内緑地帯
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1687年地図にみるアユタヤ (Reid，1992による)図6

VII.ベトナムにおける王都とその背域

ベトナムは東南アジアで唯一「中国化Jし

た国である。ベトナムは中国から，漢字，儒

教，科挙制度，地方行政区画，均田制度，文

物などを受け入れた。都城プランも中国式の

北を上位として南面する方形プランを基本的

には踏襲したといわれる。ベトナム民族(キ

ン族)は西南中国から紅河(ホン}I/)河谷に

沿って下り，紅河デルタに定着した。

1110年に李太祖が昇竜城(タンロン)をハ

ノイに築いて，最初の統一王朝である李王朝

を創立する。それまでの都がナムディン省の

ホアJレーというデルタ縁辺のカルスト山塊に

固まれた閉鎖空間にあったから，洪水の危険

と隣り合わせの紅河デルタの氾濫原への進出

は，背域という点からも大きな変化である。

ハノイの地は惰代に宋平城が築かれ，さら

に交州支配のフロンティアとして唐代621年に

この地に「子城Jを， 767年に唐の張伯儀が「羅
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城Jを築いたと『大越史記Jにある。前者が

重要機関を取り囲む小規模の城壁，後者が都

市全体を囲む城壁の意であるから，すでに二

重の囲郭都市が中国の手によって建設されて

いたとみてよし)52)。北を上とする中国式都城プ

ランが卓越するが，方形原理はデフォルメさ

れてしまった。しかも，ベトナムの玉城の特

色は，手工業・商業地区が王城に隣接した136

坊地区Jに形成されたことである。フォンと

よばれる同業者町の形成が17世紀にはみられ

た53)。そこに集住したのは，デルタの農村にお

ける特定の農村工業の担い手であった。城下

町の繁栄を図るために，領主が商人集団を呼

び寄せた日本の城下町に類似するが，このよ

うな事例は前近代の他の東南アジア地域では

一般的ではない。その一方で，中国人集住地

区は 2つのフォンとその周辺にすぎず，きわ

めて小さし経済的な力も弱かった刊。

紅河は水運があまり機能しない荒れ川で，

堤防を築きながら集落を自然堤防上に形成し

ていった。デルタの農村，領域国家としての

成熟がすでに15世紀にクライマックスを迎え

る点でも，他の東南アジアデルタと大きく異

なる。中国との海路は，ハロン湾の多島海が

暗礁も多いため，あまり利用されなかった。

そのため，ハノイは2本の河川の合流点という

好位置にありながら，海路とつながる内陸河

港としての意義はあまり高くなかった。朝貢

システムによる中国交易を除いて，国際交易

からハノイは地理的位置の不利さもあっては

ずれていき，内向的な展開に向かっていった。

南中国からの交易船，中部ベトナム(フエ，

ホイアン)直接をめざすことが多かった。雲

南との陸上交易に活路をみいだしたが，デル

タ域内での自給体制が早くに確立されたこと

も内向的国家にむかわした要因として大きい。

中国式の方形の囲郭都市は，鄭王朝の別派

と考えられるクアンナム朝(広南)による中

部のフエにも移植されるが，ここも港湾には

恵まれていない。むしろチャンパ(占城)の

衣鉢をつぐホイアンがそれを代行していった。

ホイアンは16世紀後半に現れ， 17~18世紀に

国際的な貿易港として栄えた。沿岸の砂丘に

閉塞されたラグーン位置し，現在は土砂の埋

積でほとんど港湾機能をなしていないが，当

時は，河口にも近く，風波を避けられる位置

にあった55)。山に隔てられ，背域は貧弱である

が，南シナ海交易，とりわけ初期は，日本と

の関係が深く，朱印船貿易によって繁栄し，

伊勢の豪商角屋七郎兵衛をはじめ，多くの日

本人が移住した。日本人町は来遠橋を渡った

市中の一区画に自治を認められて存在した。

当時の交易の中心は，絹，生糸，ショ糖の日

本への輸出であった。 1635年の徳川幕府によ

表1 王権とその背域類型試案

類型 主体 生態域 コスモ 防御 構成要素 規模 事例

ロジー 能力

A ムアン 王城+背域 山閑盆地 O 十十 王宮 チェンマイ

平原 土地，市場 スコータイ

B ブラ 玉城+背域 平原 。 + 王宮，幹線道 大 アンコ ノレ

路・水路 パガン

cヌガラ 港市 沿岸 × +++ 王宮，モスク， マブツカ

(傭兵) 港務事務所，倉

庫，市場

港市+背域 熱帯湿地，森 × ++ 向上，土地 中 アチェ

林 (傭兵) パレンパン

D結合型 王城+背域 ァルタ ム 十 王宮，港湾，税 大 アュタヤ

(領域国家) 関，市場，寺院 ベグー

(注)コスモロジーが都市プランに強く反映しているものを。とし， 0，ム， Xと順次その度合いが弱くなっている
ことを表す。
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る渡航禁止令以降，日本人町はしだいに衰退

したが，代わって福建出身の中国人(中国町

を形成)によって中国やシャム・フィリピン

などとの交易が行われた。

VlII.おわりに

石井・桜井による19世紀までの東南アジア

史の概説書聞は，内側からの新しい歴史をめざ

して，国家というヨーロッパが作り上げた概

念ができる以前に，東南アジアの人々自身が

作り上げたさまざまな形の政治統合を中心に

据えて，統一のとれた魅力的な記述スタイル

となっている。ここで用いられたムアン，プ

ラ，ヌガラという用語を借用して，これまで

纏々述べてきた前近代の王権とその背域につ

いてまとめたのが表1である。

ヌガラとは，マレー世界に典型的にみられ

た港市国家のことである。その肥大過程は，

デルタという20世紀以降の東南アジアの首座

都市の突出，巨大都市化は，ヌガラが背域を

積極的に取りこむことによって，いいかえる

ならばDのタイプへ移行することによって実

現された。

プラとは，クメールのアンコールに典型的

にみられる神王(デヴァ・ラージャ)をいだ

く平原の国家である。パガンではインド化コ

スモロジーは都市プランには明瞭に示されな

くなるが，上座部仏教における功徳を求めて，

無数のパゴ?ダ建塔がなされた。アンコールに

みられた水や竜を重視した象徴性の代わりに，

ある意味では実質的な労働調達や経済基盤の

整備がなされた。しかも，内陸の地理的不利

さを，平和的には内陸水運や陸路の整備に向

かわしめた。それに加え，上ピルマにアーリ

ア型の方格囲郭都市が他の地域・国に比べて

多いのは，南インド・スリランカからのより

直接的な影響とその内向化による保持と結び

っく可能性も指摘しておきたい。

東南アジアの王権史は戦争・抗争の歴史と

いわれる。前近代東南アジア王国の社会原理

-60 

は，代々の王統の神聖性が重視されたにもか

かわらず，結婚の自由度が高く，養子取りが

さかんであり，双系的な系譜観念も手伝って，

王位継承者の間の競争が激しかった。しかし

全体としては絶対的人口過少という状況のも

と，王権が領土の獲得よりは，敵国の人聞を

いかに獲得するかに血眼になったことは理解

できるような気がする。王権による人格支配

は，領土・領域という概念を著しく希薄にし

たといえる。戦争で獲得した捕虜を自国の労

働戦力とすること，それが東南アジア的な意

味での奴隷であった。リードはいみじくもこ

ういいっている。「戦争の目的は利用できる人

口を増やすことであって流血の戦闘によって

人を失うことではない。そこから，威嚇的な

大軍を動員して敵を劣勢に追い込み，最初の

戦闘に勝って超自然の力が自分の側に付いて

いると思わせることに最大の関心が払われ

たJ57)。

〔付記〕本研究には次の文部省科学研究費を

使用した。記して謝意を表したい。①「ユー

ラシアにおける都市囲郭の成立と系譜に関す

る比較地誌学的研究J，平成 6~9 年度基盤研

究(A)( 2 )，研究代表者:戸祭由美夫。②「ア

ジア6大デJレタの農業・農村発展に関する総合

的研究J平成9・10年度海外学術調査，研究代

表者:海田能宏。
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Royal Prerogative and its Hinterland 

Discussion on the Extension of Hydraulic City and Port Polity 

in Pre-modern Southeast Asia一

Haruo NOMA 

This paper aims to study royal capitals and port polities in pre-modern Southeast Asia 

from the viewpoints of construction idea or cosmology， urban forms and their functions， and 

their economic or physical hinterlands. In addition to these， the author reexamines two 

exciting hypotheses that raised by B. Groslier and A. Reid. These were general1y said to 

be hydraulic cities and port polities in the age of commerce respectively. 

The results of this study are summarized in the folowing: 

1) Implication of Grosilier's hydraulic city is urban-rural economic interaction only in the 

Khumer capitals of Ankor and its surrounding area that provide food for residents_ It is 

not applicable to whole command area of Ankor. 

2) Concept of port polity raised by Reid is highly concentrated on forward area of Malaysian 

sea world， but it lacks the consideration on its hinterland and the complex types of port 

polity that were seen in mainland Southeast Asia. 

3) The features of port polities are characterized by their highly economic oriented urban 

forms under a powerful mercenary system and international composition of residents 

that lack their religious cosmology_ Maracca is the most typical port polity in pre-

modern times that has no direct hinterland， but we must consider the other types of port 

po1ities that are "hinterland type" and "complex type". 

4) In Burma， sorts of port po1ities located along the Indian Sea such as Thaton and Pegu， 

and large imperial state such as Pagan in Upper Burma are formed separately. In the 

course of national integration among two areas， Burma had developed agricu1ture-

oriented inland state gradually. Under such situation， even the late 19th century， Indian 

cosmology of the King's capitals had been kept or sometimes intensified. 

5) In Thailand， many small states of "Muang代 typethat have small hinterlands were formed 

in mountainous basins in the N orth. In contrast， Ayutaya has constructed a very large 

port polity having wide hinterland in the Chao Phraya delta， its upper streams and its 

surrounding area. 

6) Vietnam formed territorial states in the Red River delta in the early stage， but the 

commercial development was left behind because of high population density， strong 

Chinese influences and its geo・politicalor economic location. 
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